
【施策の目的と取組・現状分析】
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成果指標の状況（☆は追加した指標、※は変更した指標）
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4 成果指標の実績値は目標値に対してどうでしたか？ 5 令和４年度の目標値達成の見込みと方向付け
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7 有 無

【施策の振り返り】

8

有 無

10

【結論として・・・（施策の振り返りも踏まえて）】

11

令和３年度 令和４年度令和元年度

実績値

本資料は、適正に作成しました。
担当課長氏名

室井　利和

実績値 目標値 実績値実績値

％ 46.5 46.5 47.0 46.546.4

単位
令和２年度

9

本施策の類似性

本施策の効率性 舗装率の向上と合わせて、計画的な舗装修繕（メンテナンス）を進めることが、より効率性を高める。

自己評価や外部意見を踏まえた
施策全体の今後の方向性

・今後は、舗装率の向上と合わせて、舗装修繕計画に基づき、計画的・効率的な舗装修繕も進めていく。
・国の施策がインフラ老朽化対策などを支援する防災・安全対策にシフトしている部分があることから、必要性を見極めながら新規整
備や維持管理を図る。

町道の舗装率

目標値から若干下回ったが、予算確保と地域の合意形成に基
づき、工事の進捗が図られているため。

評価 ▼その理由として考えられること 見込み ▼その根拠と目標値設定（変更）の考え方

③ ほぼ目標
値どおり

・安全で安心な道路の整備促進

施策の目的（対象・意図）は何ですか？
※対象(誰が、何が)、意図（どのようになることを目指すの
か）を対象ごとに記載してください。

①幹線道路の整備及び生活道路の維持管理が行われ、町民の利便性が図られる。

「目指すべき状態」になるた
めの成果目標は何ですか？

▼ 「目指すべき状態」を実現するために目標とする成果は何ですか？箇条書きで記載してください。

①町道舗装率の向上。

総合計画 南会津町総合振興計画施策マネジメントシート 令和 5 年度作成

基本目標(政策) 1-2 居住環境の整備・充実を図ります
関係課・係

各総合支所振興課 農林建設係

建設課 管理係

基本計画(施策) 1-2-1

目標の柱 1 恵まれた自然環境と調和した生活空間の創造
課 係

主管課・係 建設課 土木係

施策の目的に対して、今まで実施
してきたことはなんですか？

各地域の要望に基づき、状況の把握に努めた。

町民等の外部意見を聴取する仕
組みと反映状況を記載してくださ
い。

各地域の区長などと共通認識を持ちながら、事業実施に向けた現状の把握と課題等について整理し、事業の進捗を図ることができ
た。

「２ 成果目標」に対する有効性
（成果が上がった点・問題点）

《成果》

地域の要望を受け、関係者の承諾を得られた箇所について整備することができた。

《課題》

耐用年数を過ぎた舗装修繕が課題となっている。



12 施策を構成する事務事業

事業費の合計（千円） 328,078 284,516 330,860 467,834
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03
単独道路橋梁維

持事業

町が関連する道路の期成同盟会に加盟し、国県等各種機関へ道路整備の重要性を訴え、整備促進を図るとともに、道
路関連予算の確保に努める。

成果 期成同盟会の活動により事業に着手した路線、調査費が計上された路線が出てきている。

05

目的

問題

対策

事業費

土木係

問題 道路施設の老朽化（緊急修繕の増加）、施工単価の上昇により修繕に必要な費用が増加している。

対策

事業費

比較的小規模な町道施設の修繕事業を実施した。

対策

事業費

04 各種同盟会活動

建設課

目的 安全で快適な道路整備を目指すため。

概要

管理係

問題 要望活動全てが実を結ぶわけではなく、整備が進まない道路も存在する。

922 751 673 995

①継続 道路パトロールにより大きな修繕になる前に維持補修を実施している。

①継続 沿線自治体との連携を強め、関係機関への働きかけを強化する。

対策

事業費

成果 側溝や舗装等の修繕により、安全な通行の確保が図られた。

建設課

目的 町道施設の修繕により、安全な道路の利用を図るため。

概要

02
道路メンテナンス
事業（橋梁補修）

建設課

目的 極端な財政負担をなくすため、計画的な維持補修を行う。

概要

土木係

問題 橋梁の劣化状況や修繕費用の単価上昇等の影響により修繕計画に遅れが生じ始めている。

町道橋の補修事業等を実施した。

成果 計画的に維持補修を実施することで、財政負担の平準化が図れている。

①継続 修繕計画の見直しを図りながら計画的な重量制限等の通行規制や橋梁の集約・廃止等を検討する。

01
社会資本整備総
合交付金事業（町

道整備）

道路改良及び橋梁架設等により安全で機能的な利用が図られた。

土木係

問題 舗装修繕の対応が遅れている。

対策

事業費

建設課

目的 町道施設の改良や修繕により、安全で機能的な道路の利用を図るため。

概要 町道大新田１号線外３路線について、改良工事等を実施した。

成果

184,896 193,236

今後は既設路線の維持修繕に重点を置いていきたい。①継続

番
号

事務事業名
（令和５年度新規事業

に★）

所管課

担当係

事業の目的、概要、成果、問題、問題に対する対策を簡潔に記載してください。（2行以内）

事業費(千円)

令和２年度決算額 令和３年度決算額 令和４年度決算額 令和５年度予算額

131,472 229,439

109,745 64,061 165,105 215,000

32,515 26,468 33,610 22,400


